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15期 舟田 節子

ちょっとした騒動から、本を出すことになりました。「自分の力を問うてみよう」と思

つた時に、手元にあった長編がヒマラヤ紀行でした。どんな感想がついて返送されてきた

のか…と、開けてみたら、「刊行お勧め」の判定だったのです。

出版社の小遣い稼ぎと思ったものの、文章修業も実地に限ると、毎度の「前向き」で決

断してしまいました。結局のところは、 28日 間の トレッキング本文だけでは経緯がわか

らず、また「毒抜き」も必要で、ほとんどが書き直しとなりました。

内容は、 トレッキング入門をかねつつの人間模様。お金で辺境の旅を買い、サービスさ

れてあたりまえ、文句をいってあたりまえ、それていて淋しい日本人の姿です。それにネ

パールとの文化比較、国際交流、男女共同参画、教育問題などをからませています。

日本人からのネバールのみでは不公平と、ネバールの友人ソバナさんに、ネパールから

見た日本も書いてもらい、寄稿紹介しました。

瓢箪から駒のような経緯であつたものの、今自分の書きたいこと、書けることの全ては

書いたように思います。 リブロ系列店で、手に取られて下さい。

(並木 美卯…卯辰山の麓並木町に住む、卯年、卵月生まれで 3つの卯くらいの意味。

ベンネームでは、宮部みゆきの語感が好きで した。それだけなのに、けっこう作家モ

ードになれたのが、自分ても笑えました。)

◆ネパール大好き仲
日時 : 平成19年  3月 13日 (火)～ 18日

場所 I 浅の川画廊   金沢市並木町 2

主催 : 石川ネパール協会

後援予定 (11月 28日 に役員会を通つたばかりで、これからが正式依頼ながら)

金沢市教育委員会、北国新聞社、テレビ金沢、エフエム石川、ラジオかなざわ

アルバインツアー社、学研、ネパール大使館など

今年度改訂使用となった東京書籍版英語教科書中 3用で、大々的にネパールが扱われて
います。そこで協会も「ネパールを知ろう 知らせよう」の展示を行うことにしました。
最貧国として援助してあげたい国であると同時に、心洗われる国を表現していきます。協
会の援助活動を紹介し、パネル、写真、絵、イラス トを並べます。舟田が責任者につき、
以下の金大ヮンゲルOBの方々にもご協力をお願いしました。

11期 長岡 正利様 地図展示、立体視図  (本邦初公開図もあり)

15期 上馬 敏栄様 油絵

20期 中村 元風様 今九谷

21期 竹中  敏様 イラス ト (ユキヒョウ、ァネハツルなどの動植物 )

29期 深井 嘉浩様  トレッキング説明会 (恒例の春の説明会の会場を変更して)

16日 (金)夕方、夜 17日 (土)午前、昼の 4回。素晴らしい映像です。
会場は、浅の川縁。昔、北国会館という映画館のあった場所に建つマンション :浅の川

ハイムの 1階です。どうぞお越し下さい。
最新情報は、ワンゲルHPのほうで、ご確認下さい。
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飯場のおばさん 舟田 節子

◆春の段 5月 20日 (土)～ 21日 (日 )

参加者 :小川修司 篠島益夫 篠島節子

加藤忠好 加藤智美 長岡正利 大島良治

吉田穂積 奥名正啓 舟田節子 北川隆次

長い冬で した。例年より雪解けが 3週間は遅

いような一金沢から見える高三郎はまだまだ白

く、また方々で、林道が不通になっていました。

犀川ダム管理事務所へ恒例の確認電話をいれ

てみると、 (例年なら4月 28日 から、ダムまで

の道は供用開始です )

「重機でやつと除雪した所や。ダムから奥は私

らもまだ入つとらん。上から崩れて倒木が道を

ら、さいどる所がいつぱいあるぞいね。それこそ

雪が湖面にまてなだれ落ちとるで。20日 頃やつ

たらとけとるかもしれんけど、木の始末やら、

道の整備はいつになつたらやれるかわからんわ

いね」

との、迷惑そうな返事で した。

これはもうボー トをお願いするしかなさそう

です。

頼みの綱の山下さんは、昨冬狩猟中に脳梗塞

で倒れておいでました (OB会計から、お見舞

いを出しています)。 どれだけ回復されたもの

か…と、気になつていましたが、 4月 22日 高尾

山の帰 りに出くわしたのです。もう狩猟に参加

しておいでました。話 しぶりにもマヒの跡はな

く、何より倉谷のために喜んて しまつた私て し

た。いつもなら、連体明けには引き上げてしま

う猟友会の大型ポートも、雪解けが遅いため、

まだまだ係留される見込みとのことでした。

今回は、近畿OB会の遠征隊も参加です。湖

面までなだれているとなると、安全が最優先。

帰りのボートもお約束して、山小屋酒場を実施

としました。

さて20日 は、朝から雨です。でも、ボートを

頼んであるからには、実行あるのみです。来る

たびに、旧工学部キャンパスは殺風景になつて

いきます。それでも、付属高校が改築中の間の

仮校舎と決まって、まだ封鎖されず、集合場所

として使えます。メンパー紹介をしてから、乗

り合わせ、ダムに向かいました。
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ダムからは 2本の水流が落ちていました。見

おろす湖面は間近にあつて、たいへんな水量で

す。ボー トから見るダムサイ トにはさすがに雪

はなくなつていましたが、上部斜面から崩れて

倒木が逆さまにかぶさつている所が何箇所も見

えました。昨秋には、道をふさいでいた落石が

久々に取 り除かれて、喜んだばかりなのです。

山下さんからは「水がかぶつとる所がある。

歩けんことはないがやけど…。迂回する所も作

ってはあるけど…」「わしのテン トも、昨日ま

では水に浸かつとつた」との、胸騒ぎを覚える

予告がありました。

なるほど倉谷の舟着き場は浸水していました。

川は盛り上がるように流れています。二人の日

帰り者用に帰りの時刻を告げましたが、山下さ

んも鍬をもつて上陸です。懸念していた道下が

えぐられていた箇所は、抜け落ちていました。
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靴幅分だけの足場が崖側に刻んであり、真新し

い虎縄が手がかり用に張つてありました。先行

した山下さんは鍬で、さらに刻みこんでくれま

した。この虎縄も、彼がかけてくれたものなの

です。ボートの便だけでなく、ちよつとした心
:

遣いをして下さる山下さんの出入りがなくなっ
:

たら、ワンゲルも倉谷には通えなくなることで
1

しょう。

水量計の箇所がまず冠水。そこを渡って次の

カープした淵が一幅いっぱいの川になっていま

した。護岸堤防の30on幅 の石積みの上をいつも

なら歩いていくのですが、そこも30on深さに水

をかぶり、それとわかるかすかな波が立ってい

ます。スパイク長靴の山下さんは、

「ここ歩きゃ渡れるわいね」

と、何気なく進まれて、15m先から「ここやJ

とばかり指さされます。しかし、押してくるよ

うな水流、踏み外せば左は深い淵です。奥様方

も、40年ぶりの方もいて、ポートだからと、両

手に荷物は一杯なのです。ヤパイ !

諦めて戻り、先程聞いた、山越えの迂回路を

通ることにしました。こんな時には使われてい

た道なのでしょう。それらしい踏み跡はありま

す。しかし、山人の迂回路なるものは、獣道レ

ベルです。ようやく尾根によじ登ると、むこう

から回り込んできた山下さんが、「次はこっち」

と指差し、「細引を張っておいたさかい」

なんて親切な人 !と感激したものの、その下り

もまあ、緩いといえるか…です。左に荷物をぶ

ら下げ、右に細引。すでに靴底も、掌も泥泥…

アッの次には止める術もなく、あえなく落下。

「荷物はみんな落として下さあい」

で、コロコロ、ゴロンゴロンの物雪崩のあげく

に、さつきから15m先の地点にようやく下 り着

きました。泥まみれの人と、綺麗な人に分かれ

てしまったのが、技術差と体重差か…。すでに

1時間はたつていて、長靴でさつきの淵を渡つ

て しまっていた大島さんが

「小屋ていつまで待つとつても来んし、戻つて

きたんやけど」

と、果れ顔でこの難儀下山を見上げていました。

「高二郎より疲れたかもしれん」

とポヤきながら開けた小屋は意外に綺麗で した。

春一番は、床一面、カメムシの死骸と、ヘビの

白い糞で覆われているものなのです。ブルーシ

ー トの覆いを張ってその下に荷を置き、小屋掃

除にかかる者、水場補修に向かう者、 トイレ補

修に励む者 `・
・。

ここは昔お寺のあった場所なのだそうですが、

こんな山雪の年にも被害を受けず…はさすがの

立地と思わされます。しかし、小屋の屋根の流
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れを利用した トイレのほうは、屋根雪のた まり

をまともに受けたらしく、バタパタになってい

ました。春と秋の 2回 しか来れないものの、こ

うやって手を掛けられてこそ、小屋は維持され

ています。先程の冠水といい、倉谷に来ると、

圧倒的な自然の中で、いかにヒトは知恵を絞 り

勤勉に生きてきたかを思いしります。もっとも

今の私達はたまにのことだから、笑つてやれて

リフレッシュになるのです。

仕事は大勢での通 り、小屋内はきれいになり、

水も流れ出て、 トイレもまっすぐに建ち直りま

した。雫の落ちなくなった合羽を室内に取り込

み、宴の準備です。山菜の天撻羅は長岡さんの

定番といつたところです。昨年私は28日 間の ト

レッキングに出て、それですら、主人は同情さ

れた り、大物 (?)か と思われた りしました。

しかし、長岡夫人の場合はこの 4月 から北京ヘ

語学留学にお出掛けです。その留守にお弁当を

作つて出社する彼の場合は、大物どころか別格、

夫の鑑と言うべきで しよう。

山菜シーズンとあつて、私も、何が採れても

いいように、調味料類をあれこれと持ち込んで

いました。そういえばベルクハイム下には、い

つもの板金屋さんがいて、立派なゼンマイを分

けてもらえました。

「田村さんは来んがかいね」

というので、

「実は金沢には来ているんですけど、工学部の

同窓会に出て、それからワンゲルの同期会のほ

うへ合流らしいです」

と答えました。そうでなくても教祖様はこのと

ころ寮歌祭の「若手」としてお忙 しいらしいの

です。

ご飯の歌も、大中小もこなし、外へ出れば、

満民の星で した。

翌21日 (日 )は、新道取 り付きまで、山栗採

りがてらのお散歩です。川水は格段に引いてい

ました。 しかし雪の斜面が方々で、山道をさえ

ぎっています。コゴミ、ウ ドが採 り放題です。

近畿OB会では山菜の名手と鳴らす小川さんが

「北陸の山菜はやっぱり違う」

と感激しておいでました。

ウ ドを両脇に抱えて小屋へ戻ると、穂積親父

達が、軒下補修に励んでおいてました。来春に

はまた、木材の搬入がいりそうです。

帰 りにもボー トを頼んであったので、小屋に

貯まっていた ビン類、モーターや投光器などの

不明物も下ろすことにしました。山菜も押 し込

むと、来る時より重くなりました。

来る時迂回したあの淵は、平常通 りの水流に

なっていました。山下さんによれば、昨日も 1

時間後くらいには水は引いていたそうです。帰

りのダムからは、すっきりと高二郎が見えてい

ました。

ダムで解散 したのち、小川さん、篠島夫婦、

長岡さん、私は、吉次山に足を延ばしました。

頂上を過ぎてすぐの刈り開けからは、根張りの

大きい高二郎山が、残雪も豊かに眺められまし

ス1。

◆秋の段 10月 19日 (木 )

参加者 :辰野隆義 吉田穂積
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(秋 はみなさんの予定が合わず、内容も搬入資

材の採寸だけだから、日帰 りでよいとのことで

した。辰野さんとの都合もまだ合わず、HPに
は載せないほうがかえって気楽という理由で、

お知らせも出していません。以下、穂積さんメ

ールより)

犀川ダムからは辰野にはビッケルを持っても

らい、吉田は胸にクマ撃退スプレーをつけ、手

に持つ缶を打ち鳴らしながら行きました。二つ

目の切れ込みまでに、二、三組の釣 り人を見か

けただけです。

取水回は20mほ ど土石流で流れされ、本―ス

は土から出ていて、その先端にあるはずの網籠

は諦めて切断し、谷横の平らな場所にホースを

引き上げてきました。

来春の小屋作業の搬入資材をビックアップし

て帰ってきました。
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5月 12日 (土 )～ 13日 (土 ) or 19日 (土 )～ 20日 (日 )

Tr拿

"苦

舎:言撃|まガ島上轟警属塁3藤Lチャンスです。qξll)
山菜豊富 !  満天の星 !   今 も喘 く トラツグミ !

金沢の秘境倉谷に建つ、ヮンゲル OBな らではのセカン ドハ ウスです。

水洗 トイ レ完備 金沢市の水源極上 ミネラル ウォーター飲み放題

囲炉裏あ り。労働ややあ り。高二郎 にも登れます。 (シ ャクナゲ 残雪 )

4月 以降、ワンゲル HPに て公示 します。 も tノ くは

吉田おや じ8076-241-4375 舟田おばはん8076-2229288ま で

お問い合わせ下さい。
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カラコラム山脈での最近の 1世紀における氷河の変動

近況 :昨秋の「地図学会」発表予稿です

内容は、以下の標題のとおりですが、世に広く言われているような「氷河の後退」に対して、
① カラコルムでは、ここ1世紀の間、氷河は後退していない。一― ただし、衰退はしている :厚さ減少

(地球温暖化は別として、「極地や山岳地帯の氷河が大きく後退しつつある」と言われている中で。)

② これまで、探検時代の古い地図を利用して、このようなことを検証した例はない。
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11期OB長岡正利

というものです。

韓轟潔鎌蝶ふ****

一 衛星画像 と探検時代の地図の比較による/カ ラコラムの巨大氷河は後退 していない

1.はじめに

世界の著名な山岳地帯の氷河については、19世紀
に小氷期が終わって以降、後退・縮小傾向にあることが

観察されてきた。また、近年の地球温暖化傾向の中で、

それがさらに加速されていると見られている。

近年の地球温暖化に関連して、IPCC(気候変動に

関する政府間パネル)の『第3次評価報告書』(2001)は 、

現在の気温上昇トレンドから見て、今後100年間で地球
の平均気温が1.4～ 5.8℃上昇するとした。これは、氷河

を始めとする微妙な自然系に大きな影響を及ぼす。
また、wwF(世界自然保護基金)は、その報告書『An

Ovcrvicw of Glaciers,Glacier Rncat and subsequent

Lnpacts in Nepal,hdia and ChinaJ(2∞ 5)において、各

地での研究を総括して、温暖化の進行に伴つてヒマラ

ヤ(ネパール・インド・チベット)の 山岳氷河の後退が加

速していることなどを示した。また、氷河の後退による下

端氷河湖の決壊・洪水の危険性も指摘されている。
2.こ の分野での研究の経緯

ネパールやプータンヒマラヤについては、我が国の

研究者により、ここ30年間ほどの、実測を含む現地調査
の実績があつて、『 雪氷』特集号(2001)な どにその成果
がまとめられており、中尾正義(2001;同 号中)は、「ヒマラ

ヤでは、最近20年あまりの間に世界でもトップクラスの勢
いで氷河が急速に衰退してきている」と述べている。ま

た、関係研究者の共通認識としては、「表面にデプリ(岩

屑)を持たない規模の小さな(白 い)氷河は急激に衰退

しているが、デプリに覆われた(黒い)大型氷河は断熱

効果で衰退が抑制されている」と考えられている。

なお、中緯度地帯での巨大氷河が集中しているカラ
コラム山脈については、厳しい自然条件もあってか、同

様の長期的調査の事例に乏しい上に、さらに遡る数10

年以上前との比較については、氷河の変動を具体的に

述べる文献はないようだ。

3.カ ラコラム山脈での最近 1世紀の氷河の消長

ところで、カラコラム周辺は19世紀から大英帝国とロ

シアの角遂の場であり、地上に残された最後の地理的

探検の対象地でもあつたことから、西欧の多くの探検家

や登山隊が調査にあたり、良い地図を残してきた。

演者は、カラコラムの山歩きに興味を持つとともに、

長期に亘ってその地図を蒐集してきたが、たまたま、氷

河消長との関連で古い地図を見たところ、カラコルムの

長岡正禾11(国 土地理院客員研究員/いであ(株 )勤務)

巨大氷河のうち、数 10年以上前の詳しい地図が利用で

きる何れの氷河についても、衛星画像(GoogL Ea“ h)と

の比較により、最近のほぼ約1世紀の間では、その氷河

舌端位置には変化がないという事実に気づいた。

予稿集での紹介は、K2から流下するバルトロ氷河で

ある。大会では更に豊富な事例を紹介し、カラコラム

の巨大氷河は後退 していないことを説明する。

4_あ とがき

なお、演者は、雪氷学や気候学に係わる者ではなく、

地理学的な観′点から地図・衛星画像などでの比較によ

つて、ここ1世紀の氷河の消長を述べたものである。対

象とした氷河の涵養 (降雪)と消耗のメカニズムや、この

地域についての気候変動については言及できない。

アプル ッツィ公のカラコラム探検 (1909)時の、パル トロ
氷河舌端 とその奥の針峰群。Fユ PII椰撮影。

上 と同位 置か ら長 岡撮影 (1999):中 央部での比較 を。
氷河が薄くなり、遠くの山 (上写真 ↓印)が 下方まで見える。

(こ こ 1世紀で、氷河の後退はないが、衰退している。)

イイ



114年麟
`コ

ンウ纂イ(総韓)に よるビアフォ・パル トロ氷河探検の地饉。務がパル トロ漱湾下部.左 はビアフォ氷織

30奪 鑽 :プ 達鷲参議奪麟 10万 分 1図 (1976)の 綴集 :■ よる念0万 分 1轟 :Ul覇距難方眼は 4轟

最近 :最 近の衛髪画像 (伽鶴 lc職饉 よ り):パル トロ氷河の番端位 置は、総鯰 年の地図 と岡 じ位 置 .
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金 沢 望 郷 歌

9期  山中重夫

先般BSTVで アンサンブル金沢による「金沢望郷歌」が演奏さ

れ、歌われていた。

犀星以来金沢は望郷が似合う街なのか……。

次が、私の望郷歌である。

金沢城址より卯辰山へのマラソンが我がタラプの日記

卯辰山に登ると徳田秋声の歌碑あり、

「生延びてまた夏草の日にしみる。」

我詩人と走りし、望郷の街 金沢

冬、兼六園より北の方角を眺めればどんよりとした 日本海。

南に目を転 じると戸室山が自い雪の中に

何本かの黒い筋を引いてどんより什んでいる。

いやが うえにもそこが北陸であり、

春の陽までの辛抱を教えてくれた望郷の街 金沢

3.ベ ルクハイムより駒帰のダムサイ トまで歩 くこと二時間。

湖畔を幾重に曲がれば着 くのか。

駒帰に着 くとバスが出発 してしまった後。

l時間後のバスを待つは、楽 しき。

時間に追われない楽 しさを学ぶ。

ただただ歩 くことの楽 しさを教えてくれた望郷の街

2.

翻
ク
０
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秋の甲斐駒 0鳳凰三山

昨今の高齢者登山ブームに便乗 して、我も

何処かの山にと思案 していたら、 10月 初

旬の二つ玉低気圧で北アや海での遭難騒

ぎ。早々と吹雪の知らせに眼を転 じて南ア

の未登だつた甲斐駒からついでにと欲張つ

て、 2泊 3日 で鳳鳳三山まで足を伸ばす計

画なつた。

低気圧通過後で天気の安定するタイ ミング

をネットの 72時間予想天気図を伺いなが

ら、休みはマイペースで取れる身で 10月

26日 の早朝に新宿を出発。

選んだルー トは時間があり金のない老人に

は少 しハー ドかなと思つたが、最遠の黒戸

尾根でこれは昔から修験者の道。縦走の荷

物が負担になって鎖・梯子の連続する登 り

は予想通 り。初 日は 7時間の行動で営業期

間終了の山小屋に一人泊だが、小屋はきれ

いであった。

翌 日は小雪の舞 う早朝から本格的な岩場の

登 りとなった。 8合 目過ぎの南に面した岩

場で程よいテラスに昭和 42年藤原君ここ

に眠るの銅版、全共闘世代か 。・・・生き

ていると定年かな。さてそれからの登 りは

全くの岩登 りで、腕力勝負となった。幸い

雪は少なかつたが降つてくる雪で岩場が滑

りやすく、少々だが滑落したりでいささか

ヤバかつた。頂上では別ルー トから来た同

様な高齢者が一人、この日会つたのは計二

6期 合津 尚

人と山は静かだ。

雪もやんで地蔵岳の有名なオベ リスクのバ

ックには富士山が逆光で見えて観光写真

的、北岳・仙丈から八つから雪の北アも望

めた。更に日前にはこれからの縦走路であ

る早川尾根の激 しい登 り降りが見える。こ

のまま仙水峠からバス道に逃げる手もある

なと一瞬弱気に。

夕暮れ直前に無人の早川尾根小屋着だが、

途中で滑落時の打撲かネンザか右ヒザが痛

み出し速度上がらず。オレは登 りが好きな

んだとかなんとか呪文を唱えながら、かな

り際どかつた。山小屋は昔風で小さなネズ

ミと共に一夜を明かす。夜は西風が強かつ

た。

三日目の朝は快晴だが、ヒザは少 し痛む。

高嶺から地蔵岳にむけてまた岩場の登 りで

ウンザリ、年寄りはバランスが悪いんだよ。

御座石温泉でフロに入つてビールを飲もう

とひたすら歩いた。 1200円 のフロ代は

高かつたな―。

縦走の荷 も乾燥食の為随分軽 くなったけ

ど、水場のないルー トで水 3リ ットルが余

分だが、中国製ザックが前回破壊 し、アメ

リカ製に変えたおかげもあつて快適であつ

た。

さて、雪と水は少ないが暑くなく木々が多

く、秋は南アが良いと確認 した山行でした。

イア



「
幸 耳部をの 巧 卑 」 を 訪 ね て

20期 深田  進

1997年 7月 30日 ～ 8月 2日 中央アルプス北部縦走 木曽駒ヶ岳、空木岳、越百山

一――以下の手記は1997年 8月
~に

書いたも
'の

です。これまでの数多くの山行

の中で特に印象に残つたこの山行の最初の2日 間について紹介します。

念願の「聖職の碑」コースを迪在 とができるようになった。 8年前に聖霊病院に入院

したとき、病院の図書室で借りたこの本を読んで、いつか登ろうと思つていたが、延び々々

になつてしまった。登る直前にもう二度読み返し、子供たちの倒れた場所や、避難した岩

の位置を頭にたたき込んだ。今回の登山は百名山そのものよりも、将薬頭山を中心にした

山域と、山麓の内の萱や伊那松島など小説に縁のある場所に気持ちが惹かれていた。

金沢から伊那谷に入る方法は限られている。時間もかかる。今年の 10月 からは高崎か

ら長野まで新幹線が伸び、横川軽井沢間が廃線となるので、特急白山はこれが乗り納めだ

ろう。7時過ぎに家を出て長野で快速に乗り換えても、伊那市につくのは午後 2時である。

伊那市で食料を調達し、横山までバスに乗る。一緒に乗つていた 2、 3人が降りて、途

中から保育園の園児がどつと乗つてきた。乗客は園児十数人と僕だけだ。所々のバス停で、

待っていた母親に連れられて園児が少しずつ降りていく。横山で残つた園児に見送られて

降りる。ここはイメージしたよりも広々として眺めの良いところだ。大正 2年 8月 下旬、

中箕輪尋常高等小学校の生徒たちは、学校のある松島を出発して、天竜川右岸の河岸段丘

の奥へと進み、山裾に沿うようにしてこの横山を通つている。自動車道路をてくてくと歩

き出す。山裾を回つて小黒川の谷を見下ろすとごろへ来ると、様相は一変する。伊那の河

岸段丘から徐々に勾配を増してきた谷は、このあたりで一段と勾配を増し、小黒川渓谷と

なつて突き上げている。突き上げた先はガスの中ヽ 晴れていればあのあたりが将薬頭山で

あろう。内の萱の集落は勾配が増したあたりに、引つかかるようにしてあつた。道路は舗

装され、そば屋も1件あり、小説の面影は感じられない。新しい公民館の「内の萱」の文

字だけがあの事故との接点だ。 「信州そば発祥の地」の見学などをしていたのでキャンプ

場についたのは夕方の 5時だつた。ぎりぎりに受付をする。管理人は夜は帰ってしまうの

で遅いほうが料金を払わずにすんだかもしれなしし ケビンは満員だつたがテントは僕だけ

で、少し離れたオー トキャンプのサイ トには人がいた。石ころが多く良いサイ トが少ない。

渓流が幾筋かに分流した中州に張つたので、水音がやかましく耳栓をして寝た。

翌朝はすつきり晴れた。昨 日ガスで隠れ

ていた部分がくつきり見える。胸突き八丁

の坂 と頭、分水嶺へのスカイライン。将薬

頭鞠は谷あいのこの位置からは見えなかつ

た。小説にも出てきた発電所を過ぎ、車道

はだんだん急になる。信州大学農学部の合

宿所を過ぎるとしばらくで広場になる。バ

ス発着所の名残が残つている。桂小場の登

山口だ。 ロープウェーができる前はここが

駒ヶ岳のメインルー トだつたそ うだ。登山

道はあま り急ではなく歩きやすい。下の方

に檜の植林があるが、シラビソの林が続き
内の萱集落
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気持ちがよい。胸突き八丁の登りもそれほどではなかつた。ぶどうの泉、馬返し、大樽小

屋、 6合 日、 7合 日で休憩。 6ピ ッチで西駒山荘に着く。行者岩のコル (分水嶺)は赤羽

校長と平井実が息絶えた・ところである。1稜線上に倒れていた二人を救助隊がここまで降ろ

して介抱したが間に合わなかつたのだ。校長は自分の着ていたものを平井に着させ、下着

1枚であったらしい。コルの木曽側には小平若造の遺体が転がつていた。稜線の風を逃れ

たところで安心して眠つてしまつたらしい。分水嶺からは当時なかった伊那側の トラバー

ス道を行つた。稜線通しの道ではさぞ風が強かつたろうと思う。有賀兄弟はこの稜線上で

倒れたのであつた:月 屋ヽには小屋番の信州大学の学生が一人手持ち無沙汰にしていた。こ

こは代々信大の学生が番をしているとのことだ。今日の予定客は5人だそうで、ゆつたり

過ぎて寒いくらいだ。小屋の本棚にも「聖職の碑」が置いてあつて(彼もよく知つていた。

聖職の碑 濃ケ池

一体み して小説の舞台に出かける。将薬頭山は後まわしにして 「碑」に向か う。小 さな

ピークを過ぎるとだらだ ら下 り出す。大きな岩が緑の中に転々として、見事な庭園を造つ

ている。宝剣岳の岩峰が印象的だ。それ と思 しき大きな岩を探 して、胸を弾ませながら表

側に回 り込んでみたがただの岩だつた。次に見つけた大きな岩は横に標識のようなものが

立っている。 これに違いないと思つて近づ く。 「ああ、これだ !」 遭難記念碑 とい う文字

が大きくはつきりと読み とれる。そのほかの説明文や共えい者の名前は一部読み とりにく

くなっているが、小説を読んでいたので内容はよくわかつた。大きな立派な自然の岩だが、

84年の歳月が流れて、なおここに存在することに心を 動かさざるを得なかった。このあ

た りで北川秀吉、堀峯、有賀直治の 3人が死んだのだつた。訓導の清水
=治

と生徒の萩原

三平が隠れていた岩を探 しに濃ヶ池へ と向か う。将薬頭からこのあた りは人も少なくハイ

マツと花 と岩に彩 られた最高のプロムナー ドだ。伊勢滝に下る道 と木曽駒馬の背コースを

前後 して見送 り、水平な トラバース道は灌木の中を行 く。急に前方の地面がなくなつて眼

下の本の間越 しに浅く水面を広げた池が見えた。水が少ないのか土砂が積 もつたのか、左

手の方は砂地の底が現れていて、歩 くことができる。池畔の大きく平 らな岩に仰向けに寝

そべつてみる。 自分の呼吸 とわずかな風の気配、遠 くで水の流れる音が微かに聞こえるだ

けである。馬の背の稜線からの断崖が池の上方に半円形に取 り囲むように連なっている。

ここもカール地形の名残かもしれない。いつの間にか谷の方から猿の群が登つてきて、思

い思いに毛づ くろいや採食をしている。最初 5, 6匹かと思われたが、次々に現れて 4,

50匹 になった。僕の方にちらっと目をやつてから池の周 りを反対側に移動 し、対岸のあ

た りで遊んでいる。ここは彼 らの餌場や、遊び場なのだと思つた。池の谷側は少 し小高く



なつて灌木が茂つているが、その小高くなつた丘の谷に面した方に大きな岩がいくつか重

なり合つていて、3つに岩が重ならたものが見うかった。ここなら馬の背の稜線に遮られ

て弱まつた風がさらに丘に遮られるので、助かつたのもうなずける。池のすぐ近くでは唐

沢武男が絶命したのに、ほんの紙一重の差であつた。唐沢圭吾が後年白骨で見つかつた駒

飼ノ池まで行くのはやめて引き返す。帰りに「碑」の前の岩に腰掛けて、読みとれない碑

文を漫然と眺めていた。赤羽長重校長と共に倒れた10人の名前がなかなか確認できない。

あきらめて帰ろうとしたその時、隠れていた陽がきつと射した瞬間、深めに彫られた碑の

文面に陰陽の影が現れ、今まで読めなかつた文字がくっきりと浮かび上がつた。立ち去ろ

うとする僕を呼び止めるために、彼 らがさせたかのような思いにとらわれ、また しばらく

侍んで しまつた。小屋の学生に聞いた天水岩を見て将慕頭へ到着。伊那谷からはこの山が

一番奥に見えるそ うだ。足下の西駒山荘が有れば彼 らも助かつたろう。 この事件があつた

からこそこの小屋ができたのであるが。今でも伊那谷の中学生はこのコースを登つてきて、

この小屋に泊まるとい う。その時は超満員 となるが、ロープウエーのできて しまつた今、

ここを登る人は激減 したそ うだ。散歩から帰つてまもなく夕立が降 り出した。今夜は東京

からの 3人連れ と小屋の取材にきた新聞記者、小屋番の学生と僕の 6人だけだつた。

「連難碑」ではなく「遭難記念碑」と刻まれていることが「聖職の碑」の主題と言

えるかもしれません。読んでない方はぜひ御一読をお勧めします。
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